


はじめに、2015年３月期 第１四半期の決算ハイライトです。

□国内は、消費税率引き上げの反動もそれほど大きくなく

幅広い業種で想定以上に推移しました。

□中国は、春節と呼ばれる旧正月休暇の影響が

昨年や一昨年ほどではなく、計画を上回る売上となりました。

□ 2013年８月にグループ会社化した

東南アジアグループの売上実績がプラスされました。

□さらに、中期経営計画「バリュークリエーション１５」の取組み成果もあり、

売上、利益ともに前年同期を大きく上回る結果となりました。

□資金につきましては、配当金支払等はありましたが、

期首から1.4億円の増加となりました。



こちらは、決算数値の概要です。

□売上高は、前年同期比127％増の79億円、
営業利益は4.1億円、経常利益は3.2億円、 四半期純利益は2.8億円となり、
売上、利益ともに前年同期を大きくクリアしました。

□また、8ページでご説明しますが、当第１四半期の実績等も踏まえ、
本日、業績予想の修正を公表しました。



続いて、2012年３月期からの四半期ベースの売上高と営業利益の推移です。

□国内は、消費税率引き上げの反動もそれほど大きくなく、

中国は、春節休暇による業績への影響も前年程ではなかったこともあり、

当第１四半期につきましては、想定を大幅に上回る実績となり、

売上、営業利益ともに最高水準レベルを維持しています。



続いて、地域別の売上高です。

□中国につきましては、春節休暇の影響は限定的なもので、

ほぼ前第四半期の売上レベルを確保できました。

＜中国の売上高＞

2014年３月期 第４四半期 ： 35.9億円

2015年３月期 第１四半期 ： 35.8億円

□また、東南アジアグループやグローバル事業本部の積極的な取組みもあり、

「アジア他」（東南アジア・インド・欧米）が着実に伸長しています。



続いて、業種別売上高です。

□東南アジアグループの新規連結や中国の戦略製品の売上拡大などもあり、

業種区分の見直しを行いました。

それに伴いまして、グラフは過去に遡って修正をしました。

□自動車は、季節性や為替影響もあり、前四半期からは落ちているものの、

日中ともに、家電・精密機器、電子部品・半導体等の分野の全体的な

復調に加え、新しい分野「その他」（食品・飲料関連、医療関連他）も

大きく伸長しました。



続いて、営業利益の増減グラフです。

□前年同期実績の1.5億円から、

売上高の増加に伴う利益増の4.3億円に加え、

さらに仕入コスト低減及び国内工場の生産性向上、

単体収益体質改革活動の成果もあり、原価率の改善が1.7億円。

□一方、中国内陸部や東南アジアなどの成長市場への事業展開を加速させるため、

積極的な先行投資も行い、販管費は3.5億円増加。

□ 当第１四半期の営業利益は、前年同期に対し2.5億円増の4.1億円となりました。



続いて、財務状況です。

□総資産は、主としては売掛債権の減少により、前年同期に対して５億円減の

239億円となりました。

□総負債は、主としては会計基準の変更に伴う退職金給付に係る負債等の減少

により、前年同期に対して４億円減の146億円となりました。

□純資産は、主としては為替換算調整勘定の減少により、前年同期に対して

８億円減の92億円となりました。

□設備投資は、実施時期のズレはあるものの、ほぼ想定ラインでスタートして

います。



最後に、2015年３月期の連結業績予想です。

□当第１四半期は、消費税率引き上げや春節の影響がさほど大きくなく、
中期経営計画「バリュークリエーション１５」の諸施策も順調に推移したこともあり、
売上、利益ともに期初予想を大きく上回る結果となりました。

□当第１四半期の実績等も踏まえ、本日、 2015年３月期 第２四半期累計期間
及び通期の業績予想の修正を公表しました。

第２四半期累計期間は、
売上高165億円、営業利益8.4億円、四半期純利益5.6億円

通期業績予想は、
売上高328億円、営業利益16.1億円、当期純利益10.3億円を目指します。

□「平成27年３月期 第１四半期決算短信」及び「業績予想の修正に関する
お知らせ」につきましては、弊社ＨＰよりご覧ください。

◇決算短信

http://www.punch.co.jp/companyinfo/ir/library/tanshin/index.html

◇決算説明資料

http://www.punch.co.jp/companyinfo/ir/library/setsumei/index.html

◇ニュース一覧

http://www.punch.co.jp/companyinfo/news/index.html
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